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支
笏
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
お
客
様
に
「
そ
れ
、
い
つ

ご
ろ
の
出
来
事
で
す
か
？
」
な
ど
と
、
聞
か
れ
る
こ
と
が
予
想
以
上
に
多
か
っ
た
。
話

の
流
れ
か
ら
、
何
気
な
い
質
問
だ
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
や
は
り
き
ち
ん

と
答
え
る
の
が
仕
事
。
記
憶
を
た
ど
り
、
資
料
を
あ
さ
っ
て
お
答
え
す
る
が
、
そ
の
よ

う
な
と
き
に
限
っ
て
肝
心
な
資
料
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
電
話
で
の
問
い
合
わ

せ
な
ら
ば
お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
だ
が
、
面
と
向
か
っ
て
話
を
し
て
い
る
お

客
様
を
一
〇
分
も
二
〇
分
も
待
た
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

持
ち
時
間
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
で
は
な
い
が
、
せ
い
ぜ
い
三
分
。
ど
う
し

て
も
不
正
確
な
、
自
信
の
な
い
答
え
に
な
り
が
ち
な
こ
と
が
、
い
つ
も
気
に
な
っ
て
い

た
。
お
客
様
が
帰
っ
た
後
に
調
べ
直
す
こ
と
が
多
い
が
、
同
じ
事
象
で
も
資
料
に
よ
っ

て
特
に
年
月
日
が
異
な
る
ケ
ー
ス
が
案
外
多
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

　

せ
め
て
年
月
日
だ
け
で
も
き
ち
ん
と
し
た
い
。
支
笏
湖
と
の
付
き
合
い
が
長
く
、
支

笏
湖
関
係
の
資
料
を
た
く
さ
ん
溜
め
こ
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
独
自
の
年
表
を
ま

と
め
て
や
ろ
う
と
思
い
立
っ
た
の
が
平
成
二
十
五
年
の
春
だ
っ
た
。

　

軽
い
気
持
ち
で
始
め
た
が
、
一
ヵ
月
間
で
「
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
首
を
突
っ
込
ん

だ
」
と
思
い
始
め
た
。
多
種
多
様
な
資
料
が
あ
る
が
、
記
載
内
容
が
若
干
だ
が
ず
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
予
想
以
上
に
多
く
、
い
っ
た
い
ど
れ
を
「
信
用
で
き
る
か
」
が
分
か
ら

な
く
な
っ
て
き
た
の
だ
。
資
料
上
の
年
月
日
が
違
っ
て
い
て
も
「
○
○
が
起
き
た
」「
○

○
を
つ
く
っ
た
」
な
ど
の
出
来
事
だ
け
は
同
じ
な
の
で
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て

検
証
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
あ
き
ら
め
が
つ
く
ま
で
数
か
月
間
か
か
っ
て
し

な
ぜ
今
、『
支
笏
湖
歴
史
年
表
』
か

先
　
　
田
　
　
次
　
　
雄

自
然
公
園
財
団
支
笏
湖
支
部
職
員

ま
っ
た
。

　

あ
き
ら
め
と
、
開
き
直
り
の
中
で
方
向
性
が
固
ま
る
と
、
あ
と
は
各
項
目
に
つ
い

て
、
で
き
る
だ
け
引
用
で
は
な
く
原
文
に
近
い
資
料
を
調
べ
て
い
っ
た
。
複
数
の
資
料

で
一
致
す
れ
ば
正
解
。

　

最
も
役
立
っ
た
の
は
行
政
資
料
と
新
聞
記
事
の
日
付
、
続
い
て
社
史
な
ど
関
係
者
が

直
接
ま
と
め
た
資
料
、
論
文
な
ど
の
学
術
資
料
。
最
も
危
な
い
の
は
引
用
先
が
は
っ
き

り
し
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
自
分
で
資
料
収
集
と
分
析

を
行
っ
て
い
る
一
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
そ
の
努
力
に
脱
帽
、
い
や
尊
敬
の
念
す

ら
抱
い
た
。

　

結
論
の
で
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。

　

例
え
ば
、
支
笏
湖
の
全
面
結
氷
。
近
年
の
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
、
昭
和

五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
に
つ
い
て
は
写
真
が
残
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
『
北
海
道
水
産
試
験
場
千
歳
支
場
支
笏
湖
孵
化

場
日
誌
（
孵
化
場
日
誌
）』「
２
０
０
１
年
、
支
笏
湖
と
洞
爺
湖
は
凍
っ
た
理
由
」
＝
魚

と
水
２
０
０
２
年
＝
）
と
地
元
支
笏
湖
の
郷
土
史
研
究
家
高
橋
長
助
の
『
あ
な
た
を
ま

つ
支
笏
湖
』
が
記
述
し
て
い
る
。

　

『
孵
化
場
日
誌
』
で
は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
全
面
結
氷
の
記
載
が
あ
る
だ
け

だ
が
、
『
あ
な
た
を
ま
つ
支
笏
湖
』
で
は
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
、
大
正
三

（
一
九
一
四
）
年
、
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
、
昭
和
二
十
年
の
四
回
全
面
結
氷
し

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

支
笏
湖
地
区
開
発
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
王
子
製
紙
の
千
歳
川
水
力
発
電
所
の
建

設
時
期
に
つ
い
て
は
、
関
連
資
料
と
し
て
『
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
創
業
一
〇
〇
年

の
あ
ゆ
み
（
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
）』
、
『
増
補
千
歳
市
史
（
増
補
）』
、
『
苫
小
牧
市

史
』
な
ど
を
見
た
。

　

そ
の
中
で
最
初
に
建
設
さ
れ
た
第
１
水
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
『
一
〇
〇
年
の
あ
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ゆ
み
』
で
は
第
一
堰
堤
・
水
溜
竣
工
が
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
一
月
十
日
、

送
電
開
始
が
四
十
三
年
七
月
十
二
日
。
『
苫
小
牧
市
史
』
で
は
四
十
二
年
九
月
十
一
日

竣
工
、
『
増
補
』
で
は
四
十
三
年
九
月
竣
工
。
水
溜
の
同
発
電
所
展
望
台
に
設
け
ら
れ

た
案
内
看
板
に
は
建
設
年
月
日
が
四
十
三
年
五
月
二
十
八
日
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
苫
小
牧
工
場
の
操
業
開
始
は
明
治
四
十
三
年
九
月
で
共
通
し
て
い
た
。
余

談
に
な
る
が
、
『
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
に
よ
る
と
、
苫
小
牧
工
場
に
つ
い
て
四
十
二

年
十
二
月
二
日
仕
上
室
屋
上
で
上
棟
式
、
同
月
二
十
七
日
建
物
工
事
完
成
で
請
負
業
者

か
ら
引
き
渡
し
、
四
十
三
年
九
月
操
業
開
始
、
四
十
四
年
五
月
十
八
日
開
業
式
挙
行
と

あ
る
が
、
同
書
概
略
年
表
の
四
十
四
年
五
月
十
八
日
の
欄
で
は
「
苫
小
牧
工
場
開
業

式
に
代
え
、
記
念
祝
宴
。
室
蘭
『
常
磐
楼
』
、
札
幌
『
幾
代
』
で
催
す
」
と
な
っ
て
い

る
。
記
念
祝
宴
は
開
か
れ
た
が
、
開
業
式
は
実
際
に
行
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
読
み
取

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
同
工
場
に
は
開
業
記
念
日
が
あ
り
、
皇
太
子
（
後
の
大
正
天

皇
）
が
同
工
場
を
視
察
し
た
四
十
四
年
九
月
十
二
日
を
開
業
記
念
日
と
し
て
い
る
。

　

支
笏
湖
温
泉
地
区
の
「
集
団
施
設
地
区
」
指
定
日
に
つ
い
て
も
困
っ
た
し
、
困
っ
て

い
る
。

　

国
立
公
園
の
集
団
施
設
地
区
は
「
国
立
・
国
定
公
園
の
利
用
拠
点
に
宿
舎
、
野
営

場
、
園
地
な
ど
を
総
合
的
に
整
備
す
る
地
区
と
し
て
、 

公
園
計
画
に
基
づ
き
環
境
大

臣
が
指
定
す
る
地
区
」
で
、
簡
単
に
い
え
ば
国
立
・
国
定
公
園
内
で
ホ
テ
ル
や
商
店
な

ど
を
建
設
、
営
業
で
き
る
場
所
の
こ
と
。
環
境
省
支
笏
湖
自
然
保
護
官
事
務
所
に
よ
る

と
、
支
笏
湖
地
区
で
は
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
十
月
十
三
日
に
一
般
計
画
、

三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
十
月
一
日
に
区
域
指
定
が
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
厚

生
省
（
当
時
国
立
公
園
を
所
管
）
の
初
代
国
立
公
園
管
理
員
（
現
・
自
然
保
護
官
）
の

自
伝
で
は
二
十
九
年
四
月
十
九
日
と
な
っ
て
い
る
。
支
笏
湖
関
連
の
年
表
な
ど
で
も

二
十
九
年
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　

結
局
、
現
時
点
で
分
か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
ま
ま
と
し
て
複
数
の
年
代
を
記
載

し
た
り
、
不
確
定
と
し
た
。
と
に
か
く
面
倒
で
頭
の
痛
い
作
業
の
連
続
だ
っ
た
が
、
昨
年

三
月
に
第
一
回
版
の
『
支
笏
湖
歴
史
年
表
２
０
１
４
』
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
年
表
作
成
の
言
い
だ
し
っ
ぺ
は
自
分
だ
が
、
千
歳
市
史
編
集
委
員
会
の

守
屋
憲
治
専
門
部
員
の
全
面
的
な
協
力
が
な
け
れ
ば
一
応
の
完
成
を
み
な
か
っ
た
し
、

今
回
本
誌
で
公
表
す
る
改
訂
版
『
支
笏
湖
歴
史
年
表
２
０
１
５
』
も
日
の
目
を
み
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
第
一
回
版
で
は
か
な
り
一
生
懸
命
に
点
検
し
た
は
ず
だ
っ

た
が
、
多
く
の
方
々
か
ら
誤
字
、
脱
字
、
名
称
違
い
な
ど
の
指
摘
、
さ
ら
に
新
た
な
事

実
な
ど
を
ご
助
言
、
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
今
回
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
正
確
な
も
の
に
す
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。
（
敬
称
略
）

追
記
：
『
支
笏
湖
歴
史
年
表
２
０
１
５
』
は
三
月
中
旬
に
支
笏
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

図１　陸地測量部 明治二十九年製版 ５万分１「樽前山」
一部

　　　現在の溶岩円頂丘(溶岩ドーム)が形成させる前の樽
前山地図

　　　「古期溶岩ドーム」として記録されている最初の溶
岩円頂丘は慶応３(1867)年の噴火で誕生　７年後の
明治７(1874)年の噴火で崩壊した

　　　現在の溶岩円頂丘が誕生したのは35年後の明治
42(1909)年の噴火で、地図には古期溶岩ドームの崩
壊、飛散で形成された火口原や噴火口と思われる凹
地が読み取れる


